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　平成２４年度和木町の当初予算が、和木町議会３月定例会において可決されました。
　今年度予算には、平成２３年度に着工した和木小学校校舎の改築工事や和木幼稚園の園舎建替えの
基本設計のほか、平成２５年度に迎える町制施行４０周年の記念事業の準備経費などが盛り込まれて
います。それでは、今年度の和木町の予算について、具体的に、質問形式でみていきましょう。

　前年度当初予算に比較して、一般会計の予算総額が大幅な減額となっています。これは、和木小学
校校舎の改築事業が２年目となり事業費が大幅に減ったことや、昨年１１月に町営緑ヶ丘住宅の建設
が完了したこと、おいでませ！山口国体が終了したことなどが大きな要因となっています。

今年度の予算の総額は？

予算の総額は57億3,007万7千円になります。内訳は下表のとおりです。

各会計の予算総額 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

保 健 事 業 勘 定

サービス事業勘定

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

一 般 会 計

合　　　　　　　計

会　　計　　名

675,773

100,166

229,759

489,407

486,765

2,642

84,958

1,580 ,063

4,150 ,014

5,730 ,077

平成24年度

670,354

79,378

270,069

471,294

468,389

2,905

74,811

1,565 ,906

4,889 ,821

6,455 ,727

平成23年度

5,419

20,788

▲ 40,310

18,113

18,376

▲ 263

10,147

14,157

▲ 739,807

▲ 725,650

差　　引

0.8

26.2

▲ 14.9

3 .8

3 .9

▲ 9.1

13 .6

0 .9

▲ 15.1

▲ 11.2

伸び率（％）

特

別

会

計

※一般会計…税金を主な収入とし、福祉や教育などまちの基本的な事業にかかる経費の会計。

※特別会計…国民健康保険や介護保険、上下水道といった特定の事業で、保険料など特定の
　　　　　　収入によりまかなわれ、一般会計と区分して経理する会計。
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町税
1,435,299
34.6%

人件費
673,931
16.2% 公債費

383,271
9.2%

扶助費
339,214
8.2%

投資的経費
916,439
22.1%

物件費
712,864
17.2%

補助費等
284,006
6.9%

操出金
283,900
6.8%

その他
556,389
13.4%

地方譲与税等
122,855  3.0%

諸収入等
688,440
16.6%

繰越金
20,000
0.5%

使用料及び手数料
121,601
2.9%

国・県支出金
809,816
19.5%

地方債（借金）
482,700
11.6%

地方交付税
333,439
8.0%

依存財源  42.1％ 自主財源  57.9％

（単位：千円）

（単位：千円）

義務的経費

繰入金
135,864
3.3%

収入

支出

どんな収入があるの？

収入の内訳（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。

どんな性質の経費に使われるの？

下のグラフは一般会計の予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。

※自主財源と依存財源
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する財源のことを意味し、依存財源とは、国や県から交付
されたり、割り当てられたりして収入する財源のことを意味します。

○町税
　一番大きな割合を占めているのが税金で、町の
収入の１／３以上を占めています。近年は景気低
迷が影響して、法人（企業）からの税金が年々落
ち込んでいます。

○地方交付税
　国が集めた国税の一部が一定の基準に基づき、
県や市町村に交付されます。
　多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を
占めますが、和木町は税金が多く入るため、その
割合はわずかとなっています。

○国・県支出金
　小学校校舎改築に伴う文部科学省の補助金や、
米軍再編交付金、石油貯蔵施設立地対策等補助金
が含まれています。

○義務的経費
　義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費な
ど、支出が義務付けられ、任意に削減できない経
費をいいます。

○投資的経費
　公共施設を整備するための経費のことをいいま
す。本年度は、小学校校舎の改築事業や、県道拡
幅に伴う関ヶ浜２丁目集会所の建替事業などが含
まれています。

公 債 費・・・借金の返済に充てる経費のこと
扶 助 費・・・子ども手当や福祉医療費など
物 件 費・・・需用費、役務費、委託料など
補助費等・・・各種負担金や補助金など
繰 出 金・・・一般会計から特別会計への補てん金
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どんな事業に使われるの？

予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のようになります。

目　　的

議　会　費 11,400 円

131,400 円

109,000 円

32,900 円

1,200 円

3,100 円

54,100 円

18,700 円

206,300 円

58,100 円

3,000 円

629,200 円

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

予　備　費

合 　 計 　 額

総　務　費
（一般的な事務費や財産管理費など）

民　生　費
（老人、児童などの社会福祉のための費用）

公　債　費
（借金の返済に充てる費用）

衛　生　費
（町民の健康やごみ処理のための費用）

土　木　費
       （町道、公園の整備や町営住宅
　    などに使われる費用）

今 年 度 の 重 点 施 策町民 1人あたりの
予算額

○町制施行40周年記念事業（H25）の準備経費
○関ヶ浜２丁目集会所の建替え
○山口県知事選挙

○坂根公園の整備工事
○土地区画整理の見直しを行なうための調査
○町道５路線の改良工事

○子ども安心医療（中学生までの医療費無料）
○福祉医療制度一部負担金の全額助成
○日中一時支援事業の拡充

○中学校、高校３年生を対象としたインフルエンザ予防
接種料の全額助成
○集団がん検診等の自己負担の全額助成
○子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌
ワクチン接種の自己負担の全額助成
○家庭用太陽光発電システムを設置した家庭に対し、シ
ステム１kw当たり35,000円を助成

○関ヶ浜地区に防災無線を新設
○防災無線の屋外蓄電池の交換

○英語指導助手招致事業（JETプログラム）
○和木小学校校舎改築事業
○小学校・中学校への電子黒板等の導入
○和木幼稚園の園舎建替のための基本設計
○美術館、文化会館における文化イベントの開催
○給食センターに連続炊飯システムを設置

○商工業者利子補給金制度
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町内に火の用心を呼びかける４歳児

ま
ち
の
話
題

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

　

３
月
８
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
、
４
歳
児
が
そ
ろ
い
の
法

被
姿
で
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所
の

消
防
車
輌
を
含
む
３
台
の
消
防
車
に
誘
導
さ

れ
な
が
ら
、
町
内
を
巡
回
。
沿
道
に
集
ま
っ

た
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
見
守
る
な
か
、

園
児
ら
は
「
戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
歩
き
、
賑
や
か
に
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
園
庭
で
、Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
麻
里
布
製
油

所
及
び
三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

の
自
衛
消
防
団
協
力
の
も
と
、
消
防
自
動
車

の
乗
車
体
験
や
操
作
体
験
が
行
わ
れ
、
園
児

ら
は
憧
れ
の
消
防
車
に
触
れ
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
24
年
第
１
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、
議
案
20

件
、
発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

報
告
第
１
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

議
案
第
２
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
３
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
４
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
５
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
６
号
【
可
決
】

平
成
23
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
７
号
【
可
決
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
【
可
決
】

和
木
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
９
号
【
可
決
】

和
木
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

第
１
回
和
木
町
議
会
定
例
会

第
１
回
和
木
町
議
会
定
例
会

議
案
第
10
号
【
可
決
】

和
木
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

議
案
第
12
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

議
案
第
13
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

議
案
第
14
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

議
案
第
15
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

議
案
第
16
号
【
可
決
】

平
成
24
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

議
案
第
17
号
【
可
決
】

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
同
意
に
つ
い
て

議
案
第
18
号
【
可
決
】

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定
同
意
に
つ
い
て

議
案
第
19
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
20
号
【
可
決
】

岩
国
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

発
議
第
１
号
【
否
決
】

和
木
町
敬
老
金
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
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ま
ち
の
話
題

思
い
出
の
学
び
舎
に
別
れ
告
げ
卒
園
・
卒
業

ま
ち
の
話
題

一
日
消
防
官
を
委
嘱

　

３
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
に
町
内
の
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
園

式
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
、
現
在
、
建
替
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
現
体
育
館
で
行
わ
れ
る
最

後
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
き
び
き
び
と
し
た
動
作

で
卒
業
（
園
）
証
書
を
受
け
取
り
、
恩
師

や
在
校
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

も
、
次
の
学
び
舎
で
の
生
活
に
期
待
を
抱

き
、
思
い
出
の
校
舎
か
ら
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

卒
園
・
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

　

３
月
２
日
、
町
職
員
で
企
画
総
務
課
所

属
の
兼
重
絵
里
さ
ん
が
岩
国
地
区
消
防
組

合
か
ら
一
日
消
防
官
と
し
て
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

　

消
防
東
出
張
所
に
て
丸
茂
所
長
か
ら
委

嘱
状
が
渡
さ
れ
た
後
、
和
木
町
内
で
の
大

き
な
火
災
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
方

で
、
救
急
出
動
は
昔
に
比
べ
て
増
加
し
て

い
る
な
ど
、
近
年
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
方
か

ら
、
消
防
資
機
材
、
高
規
格
救
急
車
の
装

備
品
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

一
日
消
防
官
を
終
え
た
後
、
兼
重
さ
ん

は
「
装
備
品
の
装
着
体
験
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
重
た
く
て
、
動

き
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
重
量

が
10
㎏
を
越
え
る
装
備
も
あ
り
ま
し
た
。

職
員
さ
ん
の
日
頃
の
訓
練
や
努
力
が
、
町

小学校卒業式　３月１６日
卒業生５７名（男２９名、女２８名）

中学校卒業式　３月１０日
卒業生６７名（男２８名、女３９名）

幼稚園卒園式　３月２２日
卒園児６７名（男２９名、女３８名）

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
日
頃
あ
ま
り
知
る
こ
と
の
な
い
消

防
職
員
さ
ん
の
苦
労
や
知
識
、
技
術
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

次
の
方
々
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
18
日　

松
本
シ
ゲ
ノ
さ
ん

３
月
20
日　

濱
田
ク
ニ
ヱ
さ
ん

３
月
26
日　

中
村
博
信
さ
ん

３
月
28
日　

與
三
本
庸
さ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。 一日消防官を委嘱された兼重さん

中 村 博 信 さん
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宮本アヤ子 さん

　

２
月
20
日
、
洋
林
建
設
株
式
会
社
岩
国
港

工
事
事
務
所
の
田
村
晃
一
所
長
が
来
町
さ

れ
、
下
敷
き
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
下

敷
き
に
は
、
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

岩
国
臨
港
道
路
の
橋
脚
工
事
の
様
子
や
完
成

予
定
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
敷
き

は
、
児
童
が
「
も
の
作
り
」
へ
の
関
心
や
興

味
を
持
ち
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
い
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
ち
の
話
題

小
学
生
に
下
敷
き
を
寄
贈

ま
ち
の
話
題

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会

ま
ち
の
話
題

消
防
施
設
や
町
道
を
整
備

ま
ち
の
話
題

古
文
書
展
開
催

主
催
の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
親
睦
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
の
父

川
拓
朗
先
生
を
招
き
、「
生
活
習
慣
病
予
防

の
食
事
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
の
昼
食
会
に
は
古
木
町
長
も
出

席
。
つ
く
し
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
の
こ
も

っ
た
手
作
り
弁
当
を
味
わ
い
な
が
ら
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
会
話
を
弾
ま
せ
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
遊
戯
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
手
拍
子
や
笑
い
声
も
交
じ
り
会
場
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策

等
補
助
金
に
よ
り
、
大
谷
地
区
消
防
団
機

材
庫
、
あ
け
ぼ
の
公
園
消
防
団
機
材
庫
、

消
防
団
本
部
女
性
団
員
の
軽
四
輪
駆
動
消
防

自
動
車
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
道
の
改
良
工
事
を
実
施
し
、
路

面
の
段
差
、
水
溜
り
が
解
消
さ
れ
、
歩
行
者

や
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
工
事
の
期
間
中
は
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
消
防
施
設
】

・
大
谷
地
区
消
防
団
機
材
庫
の
更
新

・
あ
け
ぼ
の
公
園
消
防
団
機
材
庫
の
新
設

・
軽
四
輪
駆
動
消
防
自
動
車
の
新
規
購
入

（
消
防
団
本
部
女
性
団
員
）

【
補
助
金
に
よ
り
整
備
し
た
町
道
】

・
町
道
瀬
田
口
大
谷
線

・
町
道
地
銭
縄
Ｈ
線

・
町
道
扇
洲
Ｂ
線

・
町
道
地
銭
縄
Ｄ
線

・
町
道
扇
洲
大
毛
保
線

・
町
道
中
開
砂
田
線

・
町
道
大
毛
保
線

　

３
月
16
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
上
岡
宗
三
会
長
）

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
来
館
い
た
だ
い
た
方
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
和
木
美
術
館
及
び
文
化
財
行

政
に
つ
い
て
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
、
和
木
美
術
館

で
「
和
木
地
域
の
古
文
書
展
〜
こ
の
町
の
か

た
ち
が
で
き
る
ま
で
〜
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

３
月
10
日
に
は
、
正
中
克
磨
氏
（
和
木
町

文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）
を
講
師
に
招

き
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し

た
。
午
前
の
部
、
午
後
の
部
２
回
で
、
の
べ

25
人
の
方
が
来
館
さ
れ
、
時
代
背
景
や
現
在

の
和
木
町
域
が
で
き
る
ま
で
に
つ
い
て
の
説

明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
岩
国
徴
古
館
か
ら
借
用
し
た

古
地
図
は
、
非
常
に
関
心
が
高
く
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
終
了
後
も
、
興
味
津
々
に
眺
め

て
い
た
ほ
ど
で
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

下敷きを手渡す田村所長（写真左）

整備された町道中開砂田線

県町議会議長会山谷会長から
 伝達を受ける米本議長（右）
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【補助制度の概要】
補助金額　太陽電池モジュールの最大出力１kwあたり３万５千円（上限４kw、１千円未満切り捨て）
【例１】最大出力３．５kwのシステムを設置した場合
　　　　３５，０００円×３．５kw＝１２２，５００円⇒補助額１２２，０００円
【例２】最大出力５kwのシステムを設置した場合
　　　　３５，０００円×５kw＝１７５，０００円⇒補助額１４０，０００円
補助の対象者　以下の条件を全て満たす方
・国の補助（Ｊ－ＰＥＣの住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金）を受けるか、または国の補助基準に適
合するシステムであることを確認できる書類を提出できる方
・自らが居住する町内の住宅に、新たに対象システムを設置する個人で、電灯契約を締結する方
・町税（町外から転入予定の場合は居住市町村の税金）を完納している方
※平成２４年４月１日以降に対象システムの設置工事に着手する方で、平成２５年３月３１日までに工事が完了す
る方が対象です。着手する前には、必ず交付申請書の提出をお願いします。
※対象システム付きの建売住宅を購入する方も補助の対象になります。
※賃貸住宅に家主の方が設置する場合や居住しない事業所に設置する場合は、補助の対象にはなりません。
申請窓口・問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）（　５２－７２７７）
※本補助金の詳しい内容については、和木町のホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）でご確認くだ
さい。

　町では、平成２４年度も引き続き地球温暖化対策を推進するため、町内において太陽光
発電システムを新たに設置する方に対し、設置費の一部を助成します。

住民基本台帳法の一部を改正する法
律により、外国人住民にも住民票が
作成されることになりました。

外国人住民の住民基本台帳制度が
スタートします

根據修改部分住民基本台帳法的法
律、對外國籍居民也可以作成住民票

致各位外國人
外國籍居民的住民基本台帳制度
開始實施

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●住宅用太陽光発電システム設置費補助金制度を継続します

　これにより、外国人住民の方々の利便性の向上や
市町村などの行政の合理化を図ることができるように
なります。この法律が施行されるのは、２０１２年（平
成２４年）７月９日からです。同時に外国人登録法は
廃止になります。

　隨之可達到毎位外國籍居民方便性提高以及市町
村等行政的合理化。該法律的开始實施、自２０１２
年（平成２４年）７月９日。同時外國人登録法也會
廢止。

外国人在留総合インフォメーションセンター
（☎０５７０-０１３９０４）
（平日８：３０～１７：１５）
（ＩＰ電話・ＰＨＳ・海外から：

０３-５７９６-７１１２）
　住民基本台帳法における転入届、転出届について
は住民サービス課（☎５２-２１９４）までお問い合わ
せください。

外国人在留　合咨　中心
（☎０５７０-０１３９０４）
（平日８：３０～１７：１５）
（ＩＰ　　・ＰＨＳ・国　通　：

０３-５７９６-７１１２）
　　于居民基本台　法的迁入申　、迁出申　、　咨
　住民服　課（☎５２-２１９４）

外国人の方へ

お問い合わせはこちら



ア サ リ 入 漁 証

和木漁業協同組合

※５月号には入漁証を掲載いたしませんので、大事に保管してください。

キリトリ

キリトリ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

開放日　５月４日（金）みどりの日
開放場所　和木町側小瀬川河口
　入漁証をお持ちになって、アサリ漁をお楽しみくださ
い。また、資源保護のため、稚貝は持ち帰らないでくだ
さい。多くの方がアサリを持ち帰ることができるよう、
ガンゼキなど、一度に多くの貝を採ることができる道具
の持ち込みはご遠慮ください。
　なお、今年もアサリが少ないことが予想されます。
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

和木町献血表彰のお知らせ
　献血は患者さんの生命を守る愛の運動です。数多くご
協力いただいた方々に、このたび感謝状と記念品をお贈
りします。これからも献血にご協力をお願いします。

高額な診療（入院・外来）を受ける方へ
　４月１日から、限度額適用認定証等を提示すれば、入
院だけでなく、外来の場合でも限度額までの支払いにな
ります。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の
適用区分に応じた自己負担限度額までの支払いで
すみます。

・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）
も軽減されます。

・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合
は、必ず保健福祉課へご連絡ください。

・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡
しできない場合があります。

国民健康保険への届け出はおすみですか？
　社会保険の資格を喪失した場合には、必ず国民健康保
険に加入しなければなりません。
　国保に加入したり、脱退するときは、１４日以内に保
健福祉課の窓口へ届け出てください。
　資格は、加入や脱退の事実が発生した日までさかのぼ
ります。
　加入の届け出が遅れると、保険料はさかのぼって支払
うことになります。また、やむを得ない場合を除き、被
保険者証のない期間の医療費が、全額自己負担になりま
す。
　脱退の届け出が遅れると、資格を外れたあとに国保の
被保険者証で受診した医療費がある場合、お返しいただ
くことになります。
　なお、届け出の際は、資格異動日の確認が必要ですの
で、次のものをご持参のうえ、届け出をしてください。
●加入するとき
・社会保険の資格喪失証明書または離職票など
・年金を受給されている方は、年金証書
●脱退するとき
・社会保険の被保険者証（対象者全員分）または資
格取得証明書

・国保の被保険者証（返却のため）

山下　純二
清 原 　 真
二武　義輝
山田　善通

重廣　博之
池本　鈴恵
杉本　浩之
藤岡みどり

村岡美和子
栗本　智行
秋本　圭子
桑野　　毅
野田　容子
與三本高志

5 0 回
3 0 回
1 0 回

氏　　　　　　名献血回数

和木町献血表彰者名簿（敬称略）

国保被保険者の方へ

問合せ　保健福祉課（☎52－2195）

8

課 税 世 帯７０歳
未満の方

限度額適用認定証

非課税世帯 限度額適用・標準負担
額減額認定証

課 税 世 帯７０歳
以上の方

必要ありません。
（高齢受給者証のみ）

非課税世帯 限度額適用・標準負担
額減額認定証



日時 ４月３０日（祝）１０時～１５時
　　　　　　　　　　　　　　※雨天中止

春野菜100円コーナー クローバー

　パンの販売お買い得コーナー

ふれあい飲食コーナー ふれあいお楽しみコーナー

●カレー
●ポテト・フランクフルト
●パスタ屋さんのパスタ
●やまめの塩焼き
●むすび・炊き込みご飯・
　唐揚げ
●わた菓子
●瀬戸の黒麺

●スーパーボールすくい
●春の花販売コーナー
●手作り水鉄砲を作ろう
　（竹水鉄砲）
●畳の展示　ミニ畳作り

5/20（日） ９時～
延期の場合5/27
5/20（日） ９時～
延期の場合5/27家族のふれあい企画

　楽しい企画で皆さまを
お待ちしています。

問合せ　商工会（☎５３－２０６６）

蜂ヶ峯ふれあい市場蜂ヶ峯ふれあい市場

数量
限定 20店舗

出店ふれあい

フリーマーケット

問合せ　
商工会（☎５３－２０６６）

バーベキューをしながら一緒に楽しみませんか？
会　場　キャンプ場特設ステージ

出店料
　町内の方：１区画２，０００円
　町外の方：１区画３，０００円
　※飲食物の出店はできません。

★ロック in ROSE　出演バンド募集中！

★フリーマーケット出店募集

　

2
月
29
日
、
文
化
会
館
に
お

い
て
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
和
木
町
実
行
委
員
会
第
5
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
古
木
哲
夫

会
長
、
畑
原
基
成
県
議
会
議

員
、
松
田
悦
治
山
口
県
銃
剣
道

連
盟
副
会
長
よ
り
、
銃
剣
道
競

技
会
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
々
へ
の
お
礼
の
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
い
で
ま
せ
！
山

口
国
体
銃
剣
道
競
技
会
の
開
催

に
際
し
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々

に
、
古
木
会
長
か
ら
感
謝
状
及

び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
「
平

成
23
年
度
事
業
報
告
」
及
び

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
和

木
町
実
行
委
員
会
の
解
散
」
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
、
承
認
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
8
月
29
日
に
総
会

を
開
き
設
立
さ
れ
た
「
お
い
で

ま
せ
！
山
口
国
体
和
木
町
実
行

委
員
会
」
も
こ
の
度
の
総
会
を

も
っ
て
、
3
年
半
の
取
組
を
終

え
、
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

国
体
で
の
「
お
も
て
な
し
の

心
」
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
団
結

力
な
ど
、
和
木
町
の
底
力
を
今

後
も
発
揮
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
改
め
ま
し
て
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

お
礼
を
申
し
上
げ
、
国
体
事
務

局
と
し
て
の
全
て
の
業
務
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
期
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
感
謝
状
（
敬
称
略
）

　

海
井
医
科
器
械
株
式
会
社

　

村
上
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

実
行
委
員
会
会
長
　
古
木
哲
夫

海
井
医
科
器
械
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
海
井
朗
弘
　様

　
手
指
消
毒
剤
及
び
容
器
を
協
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
上
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
村
上
泉
典
　様

　
テ
イ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
を
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
。

山
口
県
議
会
議
員
　
畑
原
基
成

「
岩
国
市
銃
剣
道
連
盟
　
会
長
」

山
口
県
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

松
田
悦
治

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

和
木
町
実
行
委
員
会

第
５
回
（
解
散
）
総
会

9
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　平成２４年度の特定健康診査を次のように実施します。
 健康管理には、定期的に健康状態を確認することが重要です。特に特定健康診査は、生活習慣病
の予防に繋がります。ぜひ、年に一度は特定健康診査を受診しましょう。

※被用者保険の被保険者の方（国民健康保険及び後期高齢者医療被保険者以外の方）は、それぞれの
医療保険の保険者（保険証の発行元）の実施方法に従ってください。和木町の集団健診では、各種の
がん検診のみ受診できます。
※特定健診を申し込まれた方でも、実施日までに異動（被用者保険へ加入等）された方は、特定健診は受
診できませんので、ご了承ください。（各種のがん検診は受診できます。）

※各種がん検診は、無料です。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

●国民健康保険被保険者の方

●後期高齢者医療被保険者の方

対 象 者 ４月１日時点で国保被保険者であり、４０歳以上の方
（年度途中で転入、転出等により異動のあった方は対象から外れます。）

【集団健診】６月２０日（水）～２６日（火）　２４日（日）を除く　８時～９時５０分受付
【個別健診】集団健診終了後から随時（受診券を送付します。）

【集団健診】６月２０日（水）～２６日（火）　２４日（日）を除く　８時～９時５０分受付
【個別健診】集団健診終了後から随時（受診券を送付します。）

医療機関での個別健診を受診される場合は、後日送付される受診券を持参してください。

５００円

【集団健診】１，０００円
【個別健診】１，７００円

医療機関での個別健診を受診される場合は、後日送付される受診券を持参してください。

保健相談センターでの集団健診及び医療機関（和木町及び岩国市内）での個別健診
（町内の個別健診機関は、木村医院、中村クリニック）
※個別健診は、集団健診未受診者の方に、改めてご案内します。

後期高齢者医療被保険者の方
（７５歳以上の方及び６５歳以上で障害認定を受けている一部の方）
年度内に７５歳になる方は誕生日の翌月以降

保健相談センターでの集団健診及び医療機関（山口県内）での個別健診
（町内の個別健診機関は、木村医院、中村クリニック）
※個別健診は、集団健診未受診者の方に、改めてご案内します。

【集団健診】各世帯にお配りしている、健（検）診申込書に記入して、４月２７日（金）までに保健
　　　　　　相談センターにお申し込みください。
【個別健診】受診を希望する医療機関にご確認ください。

【集団健診】各世帯にお配りしている、健（検）診申込書に記入して、４月２７日（金）までに保健
　　　　　　相談センターにお申し込みください。
【個別健診】受診を希望する医療機関にご確認ください。

実施日時

そ の 他

自己負担

実施方法

申 込 み

対 象 者

実施日時

そ の 他

自己負担

実施方法

申 込 み



高額な外来診療を受ける皆さまへ（後期高齢者医療制度にご加入の方）
　平成２４年４月１日から、ひとつの医療機関において高額な外来診療を受けた場合、窓口でのお支払いが一定の金額ま
でとなります。
＜平成２４年３月３１日まで＞
　外来診療を受けた場合、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いただき、
後で自己負担限度額を超えた部分について高額療養費として支給していました。
＜平成２４年４月１日から＞
　医療機関等の窓口に保険証や認定証（後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証※）を提示すれば、ひと月の
自己負担限度額を超える部分を支払う必要はなくなります。
※認定証の交付は、非課税世帯の方に限られます。

　詳しくはお問合せください。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）または山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）

　６５歳以上の方の保険料は３年に一度改定されますが、平成２４年度がその改定の年に当たります。和木町の介護保険
料はこれまで月額基準額４，４００円（段階別に異なる）でしたが、平成２４～２６年度は５，２００円になります。
　保険料は平成２４年度から２６年度までの３年間に提供される介護サービスの費用の見込みに基づき、算定しています。
　介護保険は「みんなで支え合う、助け合いの制度」です。その運営は、皆さんからの保険料で成り立っておりますので、ご
理解いただきますようよろしくお願いいたします。
　なお、新しい保険料については、７月中旬頃通知します。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９６）

【手続きについて】
高額な外来診療受診者

課税世帯の方

非課税世帯の方

必要ありません。

保健福祉課にて認定証の交付を
申請してください。

保険証を窓口に提示してください。

保険証と認定証を窓口に提示してくだ
さい。

事前の手続き 病院・薬局などで

平成２４年度から高齢者の方の介護保険料が変わります

６５歳以上の介護保険料（年額）
利用者
負担段階 対象となる人

生活保護受給者 基準額×０.５ ３１，２００円
（２６，４００円）

上記を除く 基準額 ６２，４００円
（５２，８００円）

住民税本人課税（所得が１２５万円以下） 基準額×１.１ ６８，６４０円
（５８，０８０円）

住民税本人課税（所得が１２５万１円以上１９０万円未満） 基準額×１.２５ ７８，０００円
（６６，０００円）

住民税本人課税（所得が１９０万円以上４００万円未満） 基準額×１.５ ９３，６００円
（７９，２００円）

住民税本人課税（所得が４００万円以上） 基準額×１.７５ １０９，２００円
（９２，４００円）

住民税世帯非課税かつ、本人の年金収入が８０万円以下で
あって、年金以外に収入がない人 基準額×０.５ ３１，２００円

（２６，４００円）
住民税世帯非課税かつ、本人の年金収入が８０万円以上１２０
万円以下であって、年金以外に収入がない人 基準額×０.６５ ４０，５６０円

（新段階）
住民税世帯非課税かつ、本人の年金収入が１２０万円を超え
て、年金以外に収入がない人 基準額×０.７５ ４６，８００円

（３９，６００円）
住民税本人非課税で第４段階に該当する人の内、年金収入が
８０万円以下の人 基準額×０.９ ５６，１６０円

（４７，５２０円）

基準額に対する割合 年間保険料

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

（　）内は改正前

11
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　被保険者均等割額　47,474円
　所得割率　9.45％
　※保険料の上限額が50万円から55万円に改定されました。

●平成24・25年度の後期高齢者医療の保険料率について

①平成23年中の世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応じて、「均等割額（47,474円）」が次のとお
り軽減されます。
・33万円＋（35万円×被保険者数）以下の世帯→２割
・33万円＋（24.5万円×世帯主を除いた被保険者数）以下の世帯→５割
・33万円以下の世帯→8.5割
・33万円以下の世帯のうち、被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）の世帯
→９割
②所得割額を負担する方のうち、賦課のもととなる所得が58万円以下の方は、所得割額が５割軽減
されます。
③会社などで加入していた保険の扶養家族だった方は、均等割額が９割軽減されます。

＜均等割額＞
◎年金収入　 －　　控除　 ＝年金所得
　2,030,000円－ 1,200,000円＝ 830,000円
◎年金所得 － 150,000円＝軽減判定所得
　830,000円－ 150,000円＝ 680,000円　→２割軽減に該当
◎均等割額⇒　47,474円×0.8＝37,979円　…①（端数切捨て）

＜所得割額＞
◎年金所得 － 基礎控除 ＝賦課のもととなる所得
　830,000円－ 330,000円＝ 500,000円（58万円以下なので５割軽減に該当）
◎所得割額⇒　500,000円×9.45％×0.5＝23,625円　…②

＜年間保険料額＞
　①＋②＝61,604円

●平成24年度の後期高齢者医療保険料の軽減措置について

年金
収入

年金
所得 軽減判

定所得
軽減
割合

軽減
割合

所得
割額

均等
割額

賦課
所得

保険料

均等割 所得割

800,000

1,200,000

1,680,000

2,030,000

2,110,000

2,625,000

0

0

480,000

830,000

910,000

1,425,000

0

0

330,000

680,000

760,000

1,275,000

0

0

150,000

500,000

580,000

1,095,000

9割

8.5割

8.5割

2割

なし

なし

－

－

5割

5割

5割

なし

4,747

7,121

7,121

37,979

47,474

47,474

0

0

7,087

23,625

27,405

103,477

4,747

7,121

14,208

61,604

74,879

150,951

【一人世帯・公的年金収入のみの場合の保険料額】

【年金収入 203 万円の被保険者の年間保険料額計算例】

（金額単位：円）

問合せ　税務課（☎52－2193）、保健福祉課（☎52－2195）
　　　　または山口県後期高齢者医療広域連合（☎083－921－7112）
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３
月
７
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
、
和

木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田

浅
美
会
長
）
の
主
催
で
「
意
見
交
換
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
子
連
の
活
動
報
告
と
と
も
に
単
位
子

ど
も
会
か
ら
お
楽
し
み
会
等
で
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
取
組
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
区
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
を
お

招
き
し
た
単
子
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
少
な
い
た

め
、
和
木
祭
へ
の
参
加
が
難
し
い
単
子
が

多
い
中
、
十
数
年
ぶ
り
に
和
木
祭
へ
参
加

し
、
地
域
の
方
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
た
と

い
う
嬉
し
い
報
告
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
子
ど
も
会
活
動
へ
の
参
加
者
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
等
の
課
題
も
上

が
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る

か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
の
工
夫
が
大
切
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
る
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
社

会
教
育
委
員
会
議
（
沖
道
明
議
長
）
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
活
動
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
施
設
以
外
の
新
年
度
か
ら
の
取
組

と
し
て
、「
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」
と
「
公

園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

●
和
木
町
地
域
協
育
ネ
ッ
ト

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
を
め
ざ
し
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
学
校
支

援
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
家
庭
教
育

支
援
等
の
支
援
活
動
を
効
率
的
、
組
織

的
に
推
進
す
る
た
め
の
住
民
参
画
に
よ

る
教
育
支
援
体
制
の
こ
と
で
す
。
県
全

体
で
の
取
組
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た

放
課
後
子
ど
も
教
室
も
「
協
育
ネ
ッ

ト
」
の
枠
組
み
の
中
に
入
り
ま
す
が
、

今
後
、
そ
の
他
の
取
組
等
に
つ
い
て
随

時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※「
協
育
」＝
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働

し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の「
生
き

る
力
」
を
育
む

●
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

　

子
ど
も
た
ち
の
「
遊
び
」
の
環
境
整

備
の
た
め
、「
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
」

に
つ
い
て
関
係
者
で
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
あ
け
ぼ
の
公
園
と
瀬
田
遊

園
地
の
ネ
ッ
ト
を
高
く
す
る
な
ど
ハ
ー

ド
面
を
整
え
る
と
共
に
、
今
後
は
、
そ

の
運
用
等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に

地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
を
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
歴
史
資
料
館
運
営
協
議
会

（
岡
田
康
彦
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
「
和
木
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
の
保
存
活
用

を
す
す
め
る
こ
と
で
施
設
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
町
民

の
和
木
の
歴
史
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め
、
故
郷
を
愛
し
誇

れ
る
心
の
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
」
と
し
て
今
年
度
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
４
回
目
の
会

議
と
な
り
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
の
現
状
の
把
握

と
今
後
の
あ
り
方
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
て
の
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
具
体
的

な
取
組
に
つ
な
が
る
話
し
合
い

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

３
月
８
日
、
文
化
会
館
で
、
今
年
度
２
回
目
の
文
化
財
保
護

審
議
会
（
正
中
克
磨
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
古
文
書
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
等
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
資
料
館
運

営
協
議
会
の
設
立
も
こ
の
審
議
会

で
の
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
取
組
や
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
文
化
財
行
政
推
進
上
必

要
な
意
見
等
の
集
約
を
行
い
、
具

現
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

意見交換会のようす

文化財保護審議会のようす 歴史資料館運営協議会のようす
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林真理子著
有川浩著

京極夏彦著
逢坂剛著
今野敏著
角田光代著
重松清著
田中慎弥著

日向咲嗣著
テレビ東京報道局編

朝日新聞取材班編
岩波書店編集部編

東京新聞原発事故取材班著

桜井勝延著　開沼博著

冨田洋著

本間琢也著　牛山泉著　梶川武信著

メアリー・ニューウェル・デパルマ作・絵
風木一人訳

ルーネル・ヨンソン作　石渡利康訳
帚木蓬生作　小泉るみ子絵

長谷川義史作・絵
荒井良二作・絵

谷川俊太郎文　長新太絵

ジョナサン・ストラウド著
金原瑞人訳　松山美保訳

片田敏孝監修
　市川拓司著
東直子著

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜一般書＞
『パラダイス・ロスト　ジョーカー・ゲーム』
『国境越え』
『ナミヤ雑貨店の奇蹟』
『あの日のそのあと　風雲録』
『三匹のおっさんふたたび』
『百鬼夜行　陽』
『平蔵の首』
『デッドエンド』
『紙の月』
『希望の地図』
『田中慎弥の掌劇場』
『「５５歳から６５歳」こそ使えるハローワーク徹底活用術！』

『池上彰のやさしい経済学上・下』
『闘う東北　朝日新聞記者が見た被災地の１年』

『3.11を心に刻んで』
『レベル7　福島原発事故、隠された真実』

『闘う市長　被災地から見えたこの国の真実』

『復活への道』
『「再生可能エネルギー」のキホン』

＜児童書・絵本＞
『おおきな木のおはなし』

『ビッケのとっておき大作戦』

『ひかるさくら』
『東北んめえもんのうた』
『ねんどろん』
『あなた』
『バーティミアス　ソロモンの指輪　3　スナネコ編』

『避難生活』
『ねえ、委員長』
『トマト・ケチャップ・ス』

４月の休館日

6
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15 20
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29 30
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14

22 23 24 25
2117
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日　時　４月２１日（土）
　　　　１０時～１１時
　どきどき・わくわくするお話
がいっぱい♪
　折り紙工作もしてみよう！
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

　アイ・キャン和木チャンネル
放送内容は、放映期間終了後、
図書館にてＤＶＤを貸出してい
ます。
　ぜひ、ご利用ください。 　親子読書を始めませんか？

　本を通して親子のふれあいの機会に
しましょう。
　少しの時間を子どもとの読書の時間
に使ってみませんか？

アイ・キャン和木チャンネル
放送番組ＤＶＤの貸出について 春のスペシャル

おはなし会

４月２３日～５月１２日は
『こども読書週間』
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健
診
申
込
み
は
４
月
27
日
㈮
ま
で
！

　

総
合
健
診
の
申
込
書
を
世
帯
別
に
配
布
し

ま
す
。
期
限
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

表
１
の
よ
う
に
検
診
で
が
ん
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
検
診
を
利
用
し
、
早
く
見
つ

け
て
早
く
治
し
ま
し
ょ
う
。
国
保
加
入
者
は

で
き
る
だ
け
総
合
健
診
で
特
定
健
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
種
別
と
対
象
者
】

●
特
定
健
診
：
和
木
町
国
保
加
入
者
（
24
年

４
月
１
日
現
在
）

●
後
期
高
齢
者
健
診
：
75
歳
以
上
（
障
害
等

に
よ
る
後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者
を
含
む
）

●
が
ん
検
診
等
：
対
象
年
齢
の
町
民

　

国
保
以
外
の
保
険
加
入
者
は
、
特
定
健
診

に
関
す
る
お
問
合
せ
は
保
険
証
の
発
行
元
へ

お
願
い
し
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、

申
込
み
の
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
申
込
書
は
世
帯
主
宛
で
、
世
帯

内
の
対
象
年
齢
の
人
を
名
簿
に
記
載
し
て
い

ま
す
（
年
齢
は
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
）。
必
ず
開
封
し
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
記
入
方
法
等
を
同
封
の
説
明
書
に
記

載
し
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
４
月
20
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
提
出
先
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

申
込
期
限
▼
４
月
27
日
㈮

※
保
険
種
別
の
関
係
も
あ
り
取
り
違
い
を
防

ぐ
た
め
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
日
程
・
内
容
・
自
己
負
担
金
等
】

　

申
込
書
に
同
封
す
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
が
ん
検
診
は
米
軍
再
編
交
付
金
に
よ

り
、
自
己
負
担
は
無
料
で
す
。

【
65
歳
以
上
の
方
へ
】

　

申
込
書
に
介
護
予
防
の
た
め
の
「
生
活
機

能
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
同
封
し
ま

す
。
こ
れ
は
要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
い
人
を
早
期
発
見
し
、
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
氏

名
・
該
当
項
目
等
を
記
入
し
て
申
込
書
と
同

時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
介
護
１
〜
５

に
認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
リ
ス
ク
が
高
い

と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、「
介
護
予
防
健

診
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
７
２
９
０
）
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具だくさん豆腐バーグの
甘酢あんかけ

●作り方
①下準備
木綿豆腐…ざるにのせ、水気をきっておく。
たまねぎ・にんじん…みじん切りに。耐熱容器に入れて、
サラダ油をからめる。
ラップをしてレンジにかけて加熱する。
きくらげ…水で戻す。細切りに切る。
しいたけ…石づきを除き、薄切りにする。
チンゲンサイ…茹でて、３cm程度に切る。
②ハンバーグをこねる
ボウルに鶏ひき肉、塩、こしょうを入れ、粘り気が出るま
で、よく混ぜる。豆腐、たまねぎ、にんじん、パン粉を加
え、よく混ぜ、８等分にして小判型に丸め、小麦粉を軽く

ふる。

（材料４人分）

木綿豆腐………２００ｇ
　たまねぎ……１００ｇ
　にんじん………４０ｇ
　サラダ油…小さじ1/2
きくらげ（乾）……２ｇ
生しいたけ………中２枚

チンゲンサイ……４０ｇ
鶏ひき肉………２００ｇ
塩……………小さじ1/2
こしょう……………少々
パン粉…………大さじ２
小麦粉……大さじ1＋1/2
サラダ油……大さじ1/2
スライスチーズ……２枚

鶏ガラスープの素
　　　　　………小さじ１
水………………２００ml
　砂糖……………小さじ１
　しょうゆ………大さじ１
　ケチャップ……小さじ２
　酢………………小さじ２
片栗粉……………小さじ１

胃がん 大腸がん 肺がん
０ ３ ３

子宮がん 乳がん 前立腺がん
２ １ ７

【表１】
過去 5年間の発見がん患者数（人）

（平成19～23年度和木町のがん検診）

おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

低カロリーですが、ボリュームがあり、おいしい
一品です。（和木町食生活改善推進協議会　６班）

a

③焼く
テフロン加工のフライパンに、サラダ油を熱し、②を両面
きつね色に焼く。帯状に切ったスライスチーズをのせて、
火を止める。

④甘酢あんをつくる
鍋に鶏がらスープの素と水を入れて沸かし、きくらげとし
いたけを加える。ⓐで調味し、水溶き片栗粉でとろみをつ
ける。器に③と茹でたチンゲンサイを盛り付け、甘酢あん
をかける。

（１人分エネルギー214キロカロリー）



対象者　町内に住民票がある乳幼児及び児童・生徒
予診票　和木町の予診票をご利用ください。
※予診票を紛失した場合は保健相談センターでお渡ししま
すので、必ず接種前に取りに来てください。

費　用　無料（公費負担のため）
携行品　母子健康手帳・予診票
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）
※ポリオのみ集団接種、その他は医療機関で行う個別接種
です。お子さんの体調の良い時に、受けましょう。

※麻しん風しん予防接種３期・４期は、平成１９年に１０～
２０歳代を中心とした年齢層に麻しんが流行したことを
受けて、国が策定した「麻しん排除計画」に基づき、平成
２０年度から平成２４年度までの５年間の時限措置とし
て、中学１年生と高校３年生に相当する年齢の者を対象
に行われるものです。

※日本脳炎予防接種を受けていない平成７年６月１日～平成
１９年４月１日生れの方は、定期予防接種として接種が可
能です。

予防接種のお知らせ

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）
1歳6ヵ月児健診
3歳児健診
プレイルーム

元気アップ教室★
プレイルーム

すくすく計測・相談会
健康相談

妊婦さんのつどい★
プレイルーム
ポリオ

12：45～13：00

10：00～15：00
10：00～11：30
10：00～15：00
13：30～14：30
9：30～10：30
10：00～12：00
10：00～15：00
13：30～14：20

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

4月18日㈬

19日㈭
20日㈮

26日㈭

5月 7日㈪

10日㈭

11日㈮

5.6

　★は申込みが必要です。

平成22年9月～10月生
平成21年3月～4月生
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
妊婦とそのご家族

乳幼児とその保護者の方
平成16年11月12日～平成24年2月11日生まれ

（4月16日～5月15日）

日　時　４月２０日（金）１０時～１１時３０分
内　容　メノポーズ
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・バスタオル・お茶
申込み　４月１８日（水）まで
会場・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

　子どもたちは、家庭でのルールや約束を守ったり破ったりしなが
ら、人との関係の在り方や社会のルールの大切さを学んでいきます。
●あいさつをする
　おはよう、さようなら、おかえり、おやすみなさい、ありがと
う、ごめんなさい
●おかたづけをする
　親が一緒になって片付ける、手本を示す　など

（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ ～ 子育て中のパパ、ママへ ～
「ルールをつくろう～ルールを守りマナーを身につけましょう～」

●予防接種の種類と対象
種　　別 標準的な接種年齢 回　　　数 場　　　所対　　象　　年　　齢

ポリオ
生後3～18ヵ月 41日以上あけて2回

保健相談センター
生後3～90ヵ月未満

※ポリオは春（4月･5月）と秋（9月･10月）に集団接種にて実施します。
　日程は広報「わき」または母子保健カレンダーにてご確認ください。

ＢＣＧ 生後3～6ヵ月 1回

町が委託してい
る山口県内及び
大竹市内の一部
の医療機関

※詳しくは保健
相談センター
へお問合せく
ださい。

生後6ヵ月未満

二種混合 小学6年生 1回2期：11歳以上13歳未満

日本脳炎

3歳 6～28日間隔で2回1期初回：生後6～90ヵ月未満

4歳 1回1期追加：生後6～90ヵ月未満
（1期初回終了後､ 概ね1年おく）

小学4年生 1回2期：9歳以上13歳未満

1期：生後12～24ヵ月未満

麻しん
（はしか）
・
風しん

1歳の誕生日後なるべく早目に 1回

年長時 1回

ジフテリア
百日せき
破傷風

生後3～12ヵ月 20～56日間隔で3回1期初回：生後3～90ヵ月未満
1期初回接種（3回）
終了後12～18ヵ月 1回1期追加：生後3～90ヵ月未満

（1期初回接種（3回）終了後、6ヵ月以上の間隔をおく）

2期：5歳以上7歳未満で、小学校就学の始期に
達する日の1年前の日から当該始期に達する日
の前日までの間

特に4～6月までの3ヵ月間 1回
3期：中学１年生相当の者（13歳となる日の属
する年度の初日から当該年度の末日までの間に
ある者）

特に4～6月までの3ヵ月間 1回
4期：高校3年生相当の者（18歳となる日の属す
る年度の初日から当該年度の末日までの間にあ
る者）
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
４
月
19
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

●
介
護
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
国
民
健
康
保
険
料

　

右
記
保
険
料
を
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
中

旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間

保
険
料
は
所
得
確
定
後
に
決
定
す
る
た
め
、

７
月
に
被
保
険
者
全
員
に
、
各
保
険
料
の
決

定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

●
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
６
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

税
務
課
（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

申
告
所
得
税
及
び
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
23
年
分
の
振
替
日
は

申
告
所
得
税
：
４
月
20
日
㈮

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
：
４
月
25
日
㈬

で
す
。

　

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
、
預
貯
金
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
）
残
高
不
足
等
に
よ
り
、
振
替
日
に
引

落
し
が
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
納
期
限
の

翌
日
か
ら
延
滞
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

精
神
保
健
相
談

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

平
成
24
年
度
分
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
育
所
入
所
児
（
０
〜
２
歳
児
）
募
集
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●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

●
国
民
健
康
保
険
料

　

年
金
天
引
き
の
場
合
、
確
定
申
告
に
お
け

る
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
は
、
ご
本
人
さ

ま
に
限
ら
れ
ま
す
。
口
座
振
替
へ
支
払
い
方

法
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
を
ご
本
人
さ
ま
以
外
の
方
で
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
方
は
、
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
、
年
金
天
引
き
に
な
る
方
も
申
請
が

で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
し
な
い
方
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
金
融
機
関
届
出

印
、
通
帳
、
被
保
険
者
証

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

縦
覧
で
き
る
方
▼
町
に
固
定
資
産
税
を
納
め

て
い
る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
代
理
人
（
委
任

状
が
必
要
）

※
自
己
資
産
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

内
容
に
つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
頃
に
送
付

予
定
の
「
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
明

細
書
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
閲
覧
な
ど
に
お
越
し
に
な
る
際
に
は

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

納
税
通
知
書
な
ど
）、
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
、
契
約
書
な
ど
の

権
利
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

縦
覧
期
間
▼
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

縦
覧
場
所
▼
税
務
課
（
役
場
１
階
）

手
数
料
▼
閲
覧
・
証
明
に
つ
い
て
は
、
通
常

は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中

の
納
税
義
務
者
本
人
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
税
務
課
　

固
定
資
産
税
係

（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
２
ヵ
月

間
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と

な
る
の
が
、
け
し
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン
や
モ

ル
ヒ
ネ
で
す
。け
し
の
中
で
も
、「
お
に
げ
し
」

や
「
ひ
な
げ
し
」
な
ど
は
、
麻
薬
成
分
を
含

ん
で
お
ら
ず
観
賞
用
と
し
て
植
え
て
も
良
い

の
で
す
が
、「
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
」、「
ソ
ム

ニ
フ
ェ
ル
ム
種
」
の
け
し
や
「
ハ
カ
マ
オ
ニ

ゲ
シ
」
は
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お
り
、
勝
手

に
植
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
麻
（
あ
さ
）
も
麻
酔
性
の
成
分

を
含
ん
で
い
る
た
め
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
を
発
見

し
た
時
や
見
分
け
方
が
分
か
ら
な
い
時
は
、

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
健
所
）

ま
た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
６
）

　
　
　
　

岩
国
警
察
署

（
☎
24
ー
０
１
１
０
）

線
4
本

波
線
3
本

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー

平
成
23
年
10
月
か
ら
求
職
者
支
援
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

文
字
2
行

年

金

天

引

き

か

ら

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

平
成
24
年
度
分

保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

募集!!

線
4
本

線
3
本



フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し
線
4
本

波
線
3
本

犬
・
猫
の
譲
渡
会

犬
の
し
つ
け
方
教
室

平
成
23
年
10
月
か
ら
求
職
者
支
援
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

貸
付
要
件
▼

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大
学

院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

●
学
業
優
秀
な
方

●
本
町
に
２
年
以
上
住
ん
で
い
る
方

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
方

貸
付
金
額
▼

※
い
ず
れ
も
１
名
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　

国
公
立
　
　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

　

私
立
　
　
　

４
２
，
０
０
０
円
以
内

●
高
校
生

　

国
公
立
　
　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

　

私
立
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　

国
公
私
立
　

２
０
，
０
０
０
円
以
内

●
専
修
学
校

　

専
門
課
程
　

３
５
，
０
０
０
円
以
内

　

高
等
課
程
　

１
３
，
０
０
０
円
以
内

提
出
書
類
▼

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

返
済
期
間
▼

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
１
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は
在
学

さ
れ
た
期
間
の
２
倍
以
内
と
し
ま
す
。

提
出
期
限
▼
５
月
16
日
㈬
必
着

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
（
文
化
会
館
１
階
）

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

４
月
27
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
の
一
部
な

ど
必
要
な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
▼

⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

⑵
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
次

の
措
置
を
受
け
た
人
な
ど
、
生
活
保
護
を

必
要
と
す
る
人
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
人
。

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
世
帯

②
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

③
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
母

子
世
帯
（
児
童
手
当
で
は
な
い
）

④
国
保
・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
世
帯

⑤
そ
の
他
の
理
由
で
、
生
活
状
態
が
極
め

て
悪
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
世
帯

申
請
書
▼
教
育
委
員
会
窓
口
ま
た
は
和
木
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
４
月
27
日
㈮

提
出
先
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

〜
地
域
の
力
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
〜

　

わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
で
は
、
子
ど
も
の

安
全
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力

和
木
町
奨
学
生
募
集
中

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
会
員
募
集

国
税
専
門
官
募
集

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
へ
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が
必
要
で
す
。
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、

「
で
き
る
方
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事

を
！
」
を
基
本
に
、
無
理
な
く
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
和
木

町
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
に
登
録
さ
れ
て
い
た
方
も
あ

ら
た
め
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼
随
時
募
集
（
年
度
ご
と
に
更

新
）

年
会
費
▼
無
料

そ
の
他
▼

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
（
事
務
局
負
担
）

に
加
入
し
ま
す
。

・
帽
子
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
等
を
貸
与
し
ま
す
。

登
録
・
問
合
せ
▼
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事

務
局
（
教
育
委
員
会
内
）（

☎
53
ー
３
１
２
３
）

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
へ
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
の
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合

　

送
ら
れ
て
き
た
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の

記
載
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
出
来

ま
す
。（
在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証
は

不
要
で
す
。）

●
在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る
場
合

　

改
め
て
在
学
の
事
実
等
に
つ
い
て
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
健
福
祉
課
ま
た
は

岩
国
年
金
事
務
所
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

す
る
方
は
、
在
学
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

岩
国
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
動
物

愛
護
を
推
進
し
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に

つ
い
て
、
地
域
の
模
範
的
飼
主
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や
す
た
め
に
、犬
・

猫
を
お
譲
り
し
て
お
り
ま
す
。
責
任
の
あ
る

飼
主
と
し
て
、
地
域
社
会
に
適
正
な
飼
育
管

理
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
飼
主
の
方
々
を
対
象
に
「
犬

の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

飼
犬
同
伴
で
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
ご
予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
日
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山

口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
電
話
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

http://doubutuaigo.pref.yam
aguchi.

lg.jp/

問
合
せ
▼
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
７
３
ー
８
３
１
５
）

届出先



業
務
内
容
▼
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査

募
集
人
員
▼
若
干
名

応
募
資
格
▼

●
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
介
護

保
険
要
介
護
認
定
調
査
が
で
き
、
普
通
自
動

車
免
許
の
あ
る
方

勤
務
日
時
▼
調
査
員
と
申
請
者
等
と
の
間
で

調
整
し
た
日
時

調
査
場
所
▼
申
請
者
の
自
宅
、
町
内
ま
た
は

近
隣
市
の
入
所
施
設
、
病
院

報　

酬
▼
調
査
一
件
に
つ
き
３
，
５
０
０
円

募
集
締
切
▼
４
月
16
日
㈪

申
込
方
法
▼
保
健
福
祉
課
に
履
歴
書
及
び
介

護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

選
考
方
法
▼
書
類
選
考
及
び
面
接

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
係

（
☎
52
ー
２
１
９
６
）

応
募
資
格
▼
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
で
次
の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る

者●
海
上
自
衛
隊
技
術
海
曹

第
２
級
総
合
無
線
技
師
、
第
２
級
陸
上
無
線

技
術
士
、
第
２
種
電
気
主
任
技
術
者
、
臨
床

工
学
技
士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査

技
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
外
国
語
大

学
等
卒
業
者
（
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
）、
航

空
交
通
管
制
技
能
証
明
保
有
者
、
歯
科
技
工

士
、
航
空
交
通
管
制
基
礎
試
験
合
格
者
等

●
航
空
自
衛
隊
技
術
空
曹

臨
床
検
査
技
師

受
付
期
間
▼
４
月
27
日
㈮
〜
５
月
18
日
㈮

（
締
切
日
必
着
）

試
験
期
日
▼
６
月
29
日
㈮

入　

隊
▼

●
陸
上
自
衛
隊
技
術
海
曹

入
隊
時
期
：
平
成
24
年
９
月
下
旬

入
隊
先
：
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊

●
航
空
自
衛
隊
技
術
空
曹

入
隊
時
期
：
決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
隊
先
：
航
空
自
衛
隊
航
空
教
育
隊
（
熊
谷

ま
た
は
防
府
南
基
地
）

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

　

広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
の
早

期
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
、
最
新
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ー
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
、
今
春
か
ら
稼
動

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
次
の
特
別
公
演
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

演　

題
▼「
が
ん
診
療
の
切
札
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ー
Ｃ

Ｔ　

ー
検
診
か
ら
精
密
検
査
ま
で
ー
」

講　

師
▼
広
島
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　

粟
井
和
夫
教
授

日　

時
▼
４
月
21
日
㈯

　
　
　
　

15
時
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
３
階
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料　

※
予
約
不
要

共　

催
▼
大
竹
市
・
廿
日
市
市
・
和
木
町
・

大
竹
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ
▼
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
57
ー
７
１
８
３　

内
線
２
１
４
０
）

介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

山
口
県
健
康
福
祉
祭

無
料
法
律
相
談
会

広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
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こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
２
）

●
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
・
将
棋
大
会

開
催
期
日
▼
５
月
23
日
㈬

会　

場
▼
維
新
百
年
記
念
公
園
、
や
ま
ぐ
ち

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

種　

目
▼
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、

囲
碁
、
将
棋

募
集
期
間
▼
４
月
11
日
㈬
ま
で

参
加
資
格
▼
60
歳
以
上
（
昭
和
28
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

●
美
術
展

開
催
期
間
▼
６
月
９
日
㈯
〜
11
日
㈪

会　

場
▼
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
【
ア

ス
ピ
ラ
ー
ト
】

作
品
部
門
▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真

募
集
期
間
▼
４
月
６
日
㈮
〜
５
月
７
日
㈪

出
品
条
件
▼
60
歳
以
上
（
昭
和
28
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
、
出
品
数
は

１
人
１
点
（
複
数
部
門
へ
の
出
品
も
不
可
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

〜
４
月
10
日
は
法
テ
ラ
ス
の
日
〜

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時
▼
４
月
13
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー

（
岩
国
市
錦
見
１
丁
目
10
ー
17
）

相
談
内
容
▼
民
事
一
般
の
相
談

定　

員
▼
６
名　

※
一
人
30
分
程
度

申
込
方
法
▼
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間
▼
４
月
４
日
㈬
〜

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

予
約
先
・
問
合
せ
▼
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
山
口
地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

（
☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
４
９
０
）

海
上
自
衛
隊
技
術
海
曹

航
空
自
衛
隊
技
術
空
曹

募集



フ
ァ
ッ
ク
ス

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
へ
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届出先

　

平
成
24
年
度
よ
り
左
記
３
事
業
所
に
業
務
を
委
託

し
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
▼
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
を
お
持

ち
の
方
及
び
そ
の
家
族
。（
発
達
障
害
、
高
次
脳
機
能
障

害
も
含
み
ま
す
。）

相
談
内
容
▼
仕
事
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ
と
、
将
来
の

こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な
ど
、
普
段
の

生
活
の
中
で
の
不
安
や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
も
可
能
で
す
。

主
に
身
体
障
害
・
・
・

●
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
４
ー
２
ー
20

（
☎
43
ー
２
３
９
９
）

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

（
　

44
ー
０
０
３
１
）

主
に
精
神
障
害
・
・
・

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

岩
国
市
横
山
１
ー
12
ー
51

（
☎
44
ー
３
２
４
４
）

（
火
曜
日
〜
土
曜
日
９
時
〜
18
時
）

（
　

44
ー
３
２
４
５
）

主
に
知
的
障
害
・
・
・

●
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

岩
国
市
室
の
木
町
３
ー
１
ー
74

（
☎
21
ー
８
７
５
０
）

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
８
時
15
分
〜
17
時
）

（
　

28
ー
２
８
６
１
）

※

全
事
業
所
と
も
、
日
曜
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休

み
。
土
曜
日
は
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
み
開
所
。

相
談
支
援
事
業
に
関
す
る
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

和
木
町
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

和
木
町
で
は
、
障
害
者（
児
）を
対
象
に
日
中
一
時
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
利

用
回
数
を
月
10
日
と
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
▼
障
害
者
ま
た
は
障
害
児
を
自
宅
で

介
護
す
る
方
が
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
日
中
に

介
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
で
一
時
的
に
預
か
り
、
見
守
り

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

和
木
町
日
中
一
時
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
の
場
所
（
道

路
、
公
園
等
）
で
飼

い
犬
が
フ
ン
を
し
た

と
き
は
、
飼
い
主
は

フ
ン
を
す
ぐ
に
回
収

し
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
道
に
フ
ン
を
放

置
す
る
と
、
不
衛
生

で
近
所
に
迷
惑
が
か

か
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
通
学
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
一
部
の
飼
い
主
が
フ
ン
を
放
置
す
る
と

多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
愛
犬
家

全
体
の
印
象
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

犬
の
散
歩
の
と
き
は
必
ず
フ
ン
を
処
理
す
る
用
具
を

携
行
し
、
き
れ
い
な
道
路
・
公
園
等
を
地
域
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

飼
い
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
で
処
分
を
！

　

平
成
24
年
度
の
一
斉
注
射
を
４
月
19
日
㈭
に
実
施
し

ま
す
。
犬
の
登
録
（
生
涯
に
１
回
）
及
び
年
１
回
の
予

防
注
射
（
生
後
91
日
以
上
の
犬
）
は
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
と
料
金
を
持

参
し
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
会
場
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
役
場
で
登
録
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
４
月
19
日
㈭
　

雨
天
決
行

料
　

金
▼

●
注
射
料
金
　
　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
円

●
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
　
　

５
５
０
円

●
登
録
手
数
料
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

狂
犬
病
予
防
一
斉
注
射

関
ヶ
浜
分
館

瀬
田
分
館

大
谷
集
会
所

瀬
田
３
丁
目
集
会
所

福
祉
会
館
駐
車
場

和
木
４
丁
目
第
１
集
会
所

和
木
５
丁
目
集
会
所

役
場
西
側
駐
車
場

会
　
　
　

場

９
時
〜
９
時
20
分

９
時
30
分
〜
９
時
50
分

10
時

10
時
15
分
〜
10
時
35
分

10
時
45
分
〜
11
時
10
分

11
時
15
分
〜
11
時
30
分

11
時
40
分
〜
12
時

12
時
10
分
〜
12
時
30
分

時
　
　
　

間



和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

今月の納税

※４月末日が祝日のため、今月の納期
　限は５月１日（火）となります。

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

森
川　

暎
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

村
本　

俊
則
さ
ん
（
和
木
地
区
）

天
羽　

徳
朗
さ
ん
（
和
木
地
区
）

松
本　

初
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

岡
村　

幸
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

村
上　

邦
明
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

岡
本　

孝
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

大
友　

勝
さ
ん　

（
和
木
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

粉
雪
の
舞
い
散
る
庭
の
日
だ
ま
り
に

　

ア
イ
リ
ス
芽
吹
く
雨
水
の
朝　

噛
み
合
わ
ぬ
国
会
論
議
続
き
お
り

　

布
団
に
く
る
ま
り
ミ
ノ
ム
シ
わ
れ
は

垣
根
ご
し
た
わ
わ
に
実
る
南
天
の

　

夕
日
に
映
え
て
ま
ぶ
し
く
光
る　

ひ
と
ひ
ら
の
雪
に
ふ
れ
む
と
の
べ
る
手
に

　

風
透
き
通
る
桜
ヶ
峠

銀
色
の
毛
に
く
る
ま
り
し
猫
柳

　

花
穂
ひ
ら
か
せ
春
を
待
つ
ら
む

春
を
待
つ
心
に
と
も
る
夕
茜

春
愁
や
白
壁
の
影
添
ひ
歩
き

春
風
や
松
に
巻
き
た
る
菰
外
す

薄
氷
を
踏
ん
で
砕
ゐ
て
遅
刻
の
子

母
の
忌
に
祖
母
の
一
こ
と
梅
ほ
の
香

雨
だ
れ
の
一
滴
ぽ
と
り
春
の
声

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
借
主

に
は
元
の
状
態
に
し
て
明
け
渡
す
原

状
回
復
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原

状
回
復
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
原
状
回
復

の
定
義
と
費
用
負
担
に
つ
い
て
一
般

的
な
ル
ー
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
は
、
原
状
回
復
義
務
と
は
借

り
た
当
時
の
状
態
に
戻
す
こ
と
で
は

な
く
、
経
年
劣
化
や
通
常
損
耗
で
あ

れ
ば
、
特
約
が
有
効
で
あ
る
場
合
を

除
き
、
そ
の
ま
ま
貸
主
に
返
還
す
れ

ば
よ
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、
契

約
す
る
前
に
退
去
時
の
原
状
回
復
な

ど
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

【
相　

談
】

　

息
子
が
２
年
間
住
ん
だ
賃
貸
ア

パ
ー
ト
を
退
去
し
た
と
こ
ろ
、
高
額

な
補
修
費
を
請
求
さ
れ
た
。
エ
ア
コ

ン
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や
ク
ロ
ス
の

張
替
え
代
で
、
敷
金
は
返
金
さ
れ
な

い
う
え
、
別
に
数
万
円
を
請
求
さ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
高
額
な
経
費
を
負

担
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
「
原
状

回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
、
経
年
劣
化
や
通
常

の
使
用
に
よ
る
損
耗
等
の
修
繕
料
は

賃
貸
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
、
契
約
書
を
確
認

し
て
納
得
の
い
か
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
支
払
い
を
拒
否
し
、
減
額
交
渉

す
る
よ
う
助
言
し
た
。

１期分

４月分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税

町営住宅使用料

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 82

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
３
月
句
会
）

向
田
登
美
子

横
川
美
代
子

広
宇
次
信
子

灰
岡　

裕
美

藤
上　

紀
子

こ
も

あ
し
た
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　分別収集にご協力いただきありがとうございます。
　３月にご家庭に配布しました『和木町家庭ごみ収集カレンダー』について、前年度からの変更
点をお知らせします。
●もえるごみに分類されていた『ぬいぐるみ』は、金属・不燃ごみとして収集します。
●プラスチックに分類されていた『発泡スチロール（10cm角程度にする）』は、金属・不燃ごみ
として収集します。
　なお、８月15日、12月29日はクリーンセンターへの粗大ごみの持込はできません。
　日程、分別はカレンダーをご確認いただきますようお願いします。

問合せ　住民サービス課（☎52－2194）

　平成１８年に策定した「和木町エコプラン」の計画期間が終了したことから、さらに積極的に地球温暖化対
策に取り組むため、「第２次和木町地球温暖化対策実行計画」を策定しました。今後、温室効果ガス排出量の
削減に向け、引き続き全職員が様 な々取り組みを行い、地球温暖化対策の推進を図ります。
■基準年度　　平成２２年度
■計画期間　　平成２４年度～平成２８年度
■対象範囲　　本町が直接行うすべての事務、事業
■対象施設　　役場庁舎、文化会館、総合コミュニティセンター、体育センター、美術館、
　　　　　　　学校給食センター、幼稚園、保育所、小学校、中学校
■対象とする温室効果ガス　　二酸化炭素（CO２）
■対象となる燃料等　　電気、ガソリン、灯油、軽油、ＬＰＧ
■削減目標　　平成２２年度を基準年として、平成２８年度の二酸化炭素排出量を６％削減

■主な取り組み　　電気・ガス・ガソリン等使用量の削減、室温管理、ノー残業デー、ノーマイカーデーの
　　　　　　　　　実施、クールビズ、ウォームビズの実施、省資源化等
※実行計画は、和木町ホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/ ）に掲載しています。

◆和木町エコプラン結果
　平成１８年度から平成２２年度までの間に公共施設から排出される温室効果ガス（二酸化炭素）を、平成１６
年度（基準年）と比較して６％削減することを目標として取り組んできました。結果は以下のとおりです。

※上記排出量は平成１６年度と比較するため、小中学校の排出量を含んでいません。
※７％削減の結果となりましたが、計画期間中に役場庁舎等の冷暖房設備を変更（灯油式から電気式）する
など、平成１６年度と状況が同じでないため、単純に比較することはできません。

区　　分

二酸化炭素（CO2）

平成22年度排出量

740,285（kg-CO2）

平成16年度排出量

796,288（kg-CO2）

増減量

△56,003（kg-CO2）

削減率

△7％

平成22年度排出量

1,031,542（kg-CO2）

削減目標

6％

平成28年度排出量（目標年度）

969,649（kg-CO2）
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男　3,292人
（＋5）

女　3,301人
（±0）

平成24年3月1日現在
総人口　6,593人

世帯数　2,767世帯

和木町の面積　10.56km

（＋5）

（－3）

2 3
17

59
91

133
192
186
189

190

213

202
192

133
148
152

183
190

237

151

207
233

4
16

53
96

121
167
164

250
249

170

218
239
223
220
229

186
197
182

161

145

はじめてなのに、なつかしい。おとずれるたびに、あたらしい。おいでませ山口へ

　山口県では、平成24年を「おいでませ！山口イヤー」として、３月から８月にかけて、県内
の様々な観光の魅力を集めた「おいでませ！山口イヤー観光交流キャンペーン」を実施します。
　古地図を片手に幕末維新に出会う「ディスカバー！長州ウォーク」、ＳＬ「やまぐち」号や山
陰観光列車「みすゞ潮彩」などで周遊を楽しむ「鉄道の旅キャンペ－ン」、期間限定のご当地旅
メニューが満載の「地旅博覧会inやまぐち」など、楽しい企画イベントがいっぱいです。
　皆さんもぜひ参加して、山口県の魅力を再発見してください。

平成24年８月31日まで期間

ご当地ちょるる／和木町「ミニSL」

町
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」
（　

）
内
は
旧
職

●
企
画
総
務
課

明
本
光
弘　

課
長
補
佐

　
　
　
　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

山
本
悦
史　

係
長
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
係
長
）

竹
田
有
沙　

主
事　
　
　
　

（
税
務
課
主
事
）

●
税
務
課

田
中
敬
子　

係
長　
　　
（
企
画
総
務
課
係
長
）

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

松
井
敏
浩　

係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
）

名
越
章
博　

係
長
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
主
事
）

●
保
育
所

福
村
和
子　

係
長　
　
　

（
保
育
所
保
育
士
）

●
保
健
福
祉
課

嘉
屋
信
明　

課
長
補
佐
（
企
画
総
務
課
課
長
補
佐
）

藤
川
直
紀　

課
長
補
佐
（
企
画
総
務
課
係
長
）

渡
邊
真
奈
美　

係
長
（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
係
長
）

山
田
さ
ゆ
り　

係
長　

（
議
会
事
務
局
係
長
）

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

藤
川
真
由
美　

係
長　

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

●
会
計
室

木
村
悟
昌　

会
計
管
理
者

　
　
　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）

●
議
会
事
務
局

中
島
芽
生
子　

主
事　

（
保
健
福
祉
課
主
事
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

秋
﨑
武
司　

係
長　
　

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

𠮷
岡　

司　

所
長
（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
）

大
野
真
依　

主
事
補　
　
　
　

（
新
規
採
用
）

●
幼
稚
園

遠
田
千
春　

主
任
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
幼
稚
園
養
護
教
諭
）

藤
野
麻
須
美　

主
任
教
諭　

（
幼
稚
園
教
諭
）

松
田
香
奈
江　

教
諭　
　
　
　

（
新
規
採
用
）

●
退
職

米
元
保
幸　
　
　
　
　
　
　

（
会
計
管
理
者
）

教
職
員
の
異
動
「
敬
称
略
」

【
転
出
者
】
（　

）
内
は
転
出
先

●
和
木
小
学
校

上
田
隆
敏　

教
頭　

（
長
期
社
会
体
験
研
修
）

高
田
和
彦　
　
　
　
　
　
　

（
高
森
小
学
校
）

原
元
智
子　
　
　
　
　
　
　

（
神
東
小
学
校
）

栗
栖
香
代　
　
　
　
　
　
　

（
河
内
小
学
校
）

●
和
木
中
学
校

川
上
千
秋　

校
長　
　
　
　

（
定
年
退
職
）

大
谷
佳
史　
　
　
　
　
　
　

（
錦
中
学
校
）

遠
田
昭
道　
　
　
　
　
　

（
周
東
中
学
校
）

柏
村
由
希
子　
　
　
　
　
　
　

（
他
県
採
用
）

中
村
容
子　
　
　

（
下
松
市
立
東
陽
小
学
校
）

【
転
入
者
】
（　

）
内
は
前
任
校

●
和
木
小
学
校

岡
田
敏
男　

教
頭
（
下
関
市
立
豊
浦
小
学
校
）

重
田
幸
輝　
　
　
　
　
　
　
　

（
国
立
三
瓶
）

佐
々
木
富
子　
　
　
　
　
　
　

（
灘
小
学
校
）

伊
藤
淳
美　
　
　

（
下
関
市
立
清
末
小
学
校
）

有
馬
留
美　
　
　
　
　
　
　
　

（
錦
中
学
校
）

●
和
木
中
学
校

弓
立
洋
二　

校
長　

（
県
義
務
教
育
課
主
査
）

山
田
泰
典　
　
　
　

（
和
木
町
教
育
委
員
会
）

中
内
満
生　
　
　
　
　
　
　

（
周
東
中
学
校
）

山
村
裕
史　
　
　

（
下
関
市
立
玄
洋
中
学
校
）

藤
中
啓
子　
　
　
　
　
　
　

（
岩
国
中
学
校
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

【
転
出
者
】
（　

）
内
は
転
出
先

山
田
泰
典　
　
　
　
　
　
　

（
和
木
中
学
校
）

【
転
入
者
】

横
山
健
一　
　
　
　
　
　
　

（
藤
河
小
学
校
）

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

４
月
１
日
付

４
月
１
日
付

４
月
１
日
付


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	ura

